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「
事
実
は
小
説
よ
り
も
奇
な
り
」
と
は
よ
く
言
わ

れ
る
こ
と
だ
が
、
昨
年
暮
に
「
ア
ノ
ニ
マ
ス
」
が
暴

露
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
「
ス
テ
イ
ト
ク
ラ
フ
ト
」
と
称

す
る
団
体
が
遂
行
し
て
い
る
「
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
・

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
（In

tegrity In
itiative

）」（
略
称

「
II
」）
と
い
う
工
作
活
動
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

彼
ら
が
や
っ
て
い
る
こ
と
に
比
べ
た
ら
、
ジ
ェ
ー

ム
ズ
・
ボ
ン
ド
さ
え
愛
ら
し
く
思
え
る
ほ
ど
だ
。

　

こ
の
組
織
は
、二
〇
〇
六
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
軍
事
・

諜
報
関
係
者
た
ち
が
主
導
し
て
作
り
上
げ
た
表
向
き

は
「
慈
善
事
業
の
た
め
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
で
、
そ
の
中
の

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
が
「
II
」
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
組
織
の
真
の
目
的
は
「
ロ
シ
ア
の

情
報
工
作
に
対
抗
す
る
こ
と
」
で
、
彼
ら
は
先
ず
、

①
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
政
・
軍
・
財
・
学
と
マ
ス
コ
ミ

の
協
力
者
た
ち
を
「
反
ロ
シ
ア
・
ク
ラ
ス
タ
ー
」
と

し
て
ま
と
め
上
げ
、
②
次
い
で
各
国
に
も
同
様
の
組

織
を
作
っ
て
「
ク
ラ
ス
タ
ー
の
ク
ラ
ス
タ
ー
」
に
よ

る
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
創
設
と
運
営
に
は
英
米
政
府
、
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
、
Ｅ
Ｕ
の
ほ
か
、「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
等
の

企
業
や
財
団
が
資
金
を
提
供
し
て
い
た
。

　

二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
二
日
付
け
の
内
部
文
書
に

は
、
組
織
の
創
設
者
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ド
ネ
リ
ー

（
元
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
事
務
総
長
顧
問
）
と
イ
ギ
リ
ス
国
防

軍
の
元
最
高
幹
部
リ
チ
ャ
ー
ド
・
バ
ロ
ン
ズ
卿
の
会

談
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
二
人
の
認
識
は
次
の

点
で
一
致
し
た
と
い
う
。

　

①
英
国
軍
に
は
現
代
の
戦
争
に
対
処
す
る
能
力
が

欠
け
て
い
る
の
だ
が
、
政
府
に
も
軍
部
に
も
そ
の
危

機
意
識
が
薄
い
、
②
そ
こ
で
、
世
論
を
喚
起
し
外
部

か
ら
彼
ら
を
動
か
す
必
要
が
あ
る
、
③
そ
の
た
め

に
は
何
か
「
破
滅
的
な
大
惨
事
（catastro

p
h
e, 

so
m

eth
in

g d
read

fu
l

）」
が
必
要
で
、
そ
れ
が
起

き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、「
我
々
が
そ
れ
を
見
出
す
」

必
要
が
あ
る
、
残
さ
れ
た
時
間
は
少
な
い
。

　

ま
た
彼
ら
は
、
か
ね
て
よ
り
次
の
よ
う
な
「
対
ロ

制
裁
案
」を
準
備
し
て
い
た（
二
〇
一
五
年
一
月
文
書
）。

　

①
各
種
国
際
会
議
へ
の
ロ
シ
ア
の
参
加
資
格
停

止
、
②
ロ
シ
ア
の
上
位
外
交
官
と
そ
の
肉
親
の
ビ
ザ

取
り
消
し
、
国
外
追
放
（
こ
れ
は
特
に
英
国
の
学
校

に
子
弟
を
通
わ
せ
て
い
る
ロ
シ
ア
人
に
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
効
果
的
で
あ
る
）、
③

ス
ポ
ー
ツ
開
催
国
と
し
て
の
ロ
シ
ア
の
資
格
停
止

（
ロ
シ
ア
主
催
の
大
会
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
こ
と
は

彼
ら
の
「
晴
れ
の
舞
台
を
台
無
し
に
す
る
」
こ
と
が

で
き
る
の
で
効
果
的
で
あ
る
）、
④
軍
事
関
連
物
資

と
技
術
の
対
ロ
輸
出
停
止
、
⑤
ロ
シ
ア
の
宗
教
、
学

術
団
体
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
企
業
等
へ
の
監
視
強
化
、

⑥
反
ロ
シ
ア
情
報
工
作
の
強
化
、
⑦
対
ロ
制
裁
に
違

反
し
て
ロ
シ
ア
を
援
助
す
る
全
て
の
者
と
そ
の
親
族

へ
の
制
裁
拡
大
、ビ
ザ
取
り
消
し
、資
産
凍
結
、等
々
。

　

ち
な
み
に
、「
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
」
の
必
要
性
が

強
調
さ
れ
て
か
ら
一
年
半
後
の
二
〇
一
八
年
三
月
四
日

に
「
ス
ク
リ
パ
リ
父
娘
暗
殺
未
遂
事
件
」
が
起
き
、
こ

れ
を
契
機
に
英
国
政
府
と
同
盟
国
は
、
上
記
計
画
に

沿
っ
た
激
し
い
ロ
シ
ア
制
裁
を
開
始
し
た
の
だ
っ
た
。

　

ま
た
ク
リ
ミ
ア
が
ロ
シ
ア
に
編
入
さ
れ
た
二
〇
一

四
年
、ド
ネ
リ
ー
は
ク
リ
ミ
ア
国
境
へ
の
地
雷
埋
設
・

機
雷
敷
設
、
ロ
シ
ア
衛
星
の
破
壊
な
ど
を
主
張
し
て

お
り
、ア
メ
リ
カ
の
著
名
な
ブ
ロ
ガ
ー
が
、彼
を
「
戦

争
パ
ラ
ノ
イ
ア
」
と
評
す
る
所
以
で
も
あ
る
。
文
字

通
り
「
気
分
は
も
う
戦
争
」
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、「
II
」
は
ロ
シ
ア
以
外
に
も
内
外
の
数

十
カ
国
に
対
し
て
工
作
を
行
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、

①
英
国
労
働
党
首
選
挙
に
お
け
る
コ
ー
ビ
ン
候
補
や
、

米
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
サ
ン
ダ
ー
ス
候
補
へ
の
ス

パ
イ
・
妨
害
工
作
、
②
ト
ラ
ン
プ
候
補
に
対
す
る
「
ロ

シ
ア
疑
惑
」
の
流
布
（
元
Ｍ
Ｉ
６
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・

ス
チ
ー
ル
の
報
告
書
が
発
端
）、
③
他
国
の
高
官
人
事

へ
の
介
入
工
作
、
④
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ア
ル
メ
ニ
ア
な

ど
で
の
「
民
主
化
革
命
」
の
推
進
と
ネ
オ
ナ
チ
へ
の

援
助
、
⑤
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
等
の
記
事
の
「
編
集
」、

⑥
ス
ク
リ
パ
リ
事
件
を
巡
る
一
連
の
工
作
、
と
い
っ

た
驚
く
べ
き
事
例
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
こ
と
に
、
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
国
は
Ｏ
Ｏ
７
の

母
国
だ
け
あ
っ
て
表
と
裏
の
顔
は
全
く
異
な
っ
て

い
る
。
ア
ノ
ニ
マ
ス
や
ウ
ィ
キ
リ
ー
ク
ス
は
そ
の

実
態
を
詳
細
な
内
部
文
書
に
よ
っ
て
白
日
の
下
に
晒

し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
ア
サ
ン
ジ

（
ウ
ィ
キ
リ
ー
ク
ス
編
集
長
）
の
身
柄
拘
束
に
踏
み

切
る
最
後
の
決
め
手
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
て
み
れ
ば
、
世
界
の
主
流
マ
ス
コ
ミ
が
口
を
閉

ざ
し
て
い
る
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
は
あ
ろ
う
か
。
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